
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

憶
良
が
詠
ん
だ｢

朝
貌
の
花｣

は
、

桔
梗
を
指
し
て
い
る
と
す
る
の
が

最
有
力
だ
そ
う
で
す
。 

 

キ
キ
ョ
ウ
科
キ
キ
ョ
ウ
属
の
、
高

さ
五
〇
～
百
㎝
の
花
。
花
期
は
七

～
九
月
。 

【
場
所
】
雪
華
園 

キ
ク
科
フ
ジ
バ
カ
マ
属
で
、
高
さ

は
一
～
二
ｍ
。
総
合
公
園
で
の
花

期
は
九
月
以
降
。 

【
場
所
】
公
園
南
の
園
路
沿
い 

オ
ミ
ナ
エ
シ
科
オ
ミ
ナ
エ
シ
属
で

高
さ
お
よ
そ
一
ｍ
の
黄
色
い
花
。

花
期
は
八
～
十
月
。 

【
場
所
】
公
園
南
の
園
路
沿
い 

ナ
デ
シ
コ
科
ナ
デ
シ
コ
属
で
、
淡

紅
紫
色
の
可
憐
な
花
。
高
さ
は
三

〇
～
百
㎝
で
、
花
期
は
七
～
十
月
。

【
場
所
】
公
園
南
の
園
路
沿
い 

マ
メ
科
ク
ズ
属
の
大
型
つ
る
状
草

本
。
花
期
は
七
～
九
月
で
、
下
の

方
か
ら
順
に
咲
い
て
い
く
。 

【
場
所
】
川
獺
島(

公
園
南)

他 

マ
メ
科
ハ
ギ
属
で
、
高
さ
一
～
二
ｍ
。 

紫
紅
色
の
小
さ
な
花
を
つ
け
る
。
白
色

の
変
種
も
あ
る
。
花
期
は
七
～
九
月
。 

【
場
所
】
芋
こ
ろ
が
し
の
坂
周
辺 

秋
の
七
草
を
ご
存
知
で
す
か
？ 

春
の
七
草
と
は
異
な
り
、こ
ち
ら
は
食
べ
ら
れ
ま

せ
ん
し
、七
草
粥
の
よ
う
な
関
連
イ
ベ
ン
ト
も
あ

り
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
半
分
く
ら
い
は
名
前
を
聞
く

と
分
か
る
草
花
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

春
の
七
草
に
押
さ
れ
気
味
の
秋
の
七
草
で
す
が
、

そ
の
歴
史
は
と
て
も
古
く
、奈
良
時
代
初
期
に
ま

で
遡
り
ま
す
。
歌
人
・山
上
憶
良
が
和
歌
に
詠
ん
だ

の
が
初
め
と
言
わ
れ
て
い
る
た
め
、お
よ
そ
一
三

〇
〇
年
間
受
け
継
が
れ
て
き
た
由
緒
あ
る
七
草
な

の
で
す
。
七
種
類
全
て
園
内
で
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
多
く
が
野
草
で
す
の
で
、
探
し
て
も
見
つ
か

ら
な
い
場
合
は
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。 

  

山
上
憶
良
が
詠
ん
だ
秋
の
七
草
の
歌 

  
 

秋
の
野
に 

咲
き
た
る
花
を 

指
折
り

お
よ
び
お
り 

か
き
数
え
れ
ば 

七
種

な
な
く
さ

の
花 

 

 
 

萩
の
花 

尾
花 

葛
花 

瞿
麦

な
で
し
こ

の
花 

姫
部
志

お
み
な
え
し 

ま
た
藤
袴 

朝
貌

あ
さ
が
お

の
花 

秋
の
七
草
を
探
し
て 

9 月号 

古
河
総
合
公
園 

☆
秋
の
七
草
の
覚
え
方
☆ 

尾花はススキに、朝貌は桔梗に読み

替えて頭文字を並び替えたもの。 

フリー百科事典にも載っている、有

名な覚え方です。「ふく」は、服だ

と思われます。 

「どのような服がお好みですか？」 

写
真
提
供(

撫
子
・藤
袴) 

も
り
も
り
ク
ラ
ブ
川
田
さ
ん 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

萩 は
ぎ 尾

花

お

ば

な(

芒
す
す
き)

 

葛 く
ず 撫

子

な
で
し
こ 

女
郎
花

お
み
な
え

し 

藤 ふ
じ

袴
ば
か
ま 

朝
貌

あ
さ
が
お(

桔
梗

き
き
ょ
う) 

イ
ネ
科
ス
ス
キ
属
。
現
在
は
ス
ス
キ
、

カ
ヤ
と
呼
ぶ
。
花
期
七
～
十
月
。 

【
場
所
】
公
園
南
の
園
路
沿
い
他 

「おすきなふくは」 


